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－題材の特質に応じた造形的な見方・考え方の具体化による授業実践－ 

奥  俊 明［鹿児島大学教育学部附属小学校］ 

 

Fostering Children Who Continue to Create their Own Modeling Meaning and Value:   

Class Practice by Embodying a Modeling Perspective and Way of Thinking According to the 

Characteristics of the Subject 

OKU Toshiaki 
キーワード：感動、造形的な見方・考え方、思考方法、授業への具体化、表現と鑑賞 

1. 実践の目的 

1.1. 実践の背景 

学習指導要領が改定され，各教科で働かせる見方・考え方が明確に出された。結果，各教科の本

質を明らかにしながら，授業を実践していくことができるようになってきた。一方で，見方・考え

方は，教科の本質を端的に示せる反面，子どもが各題材で働かせている様相については，十分に示

しきることができていないと考えた。 

 そこで，図画工作科の造形的な見方・考え方を基に，図画工作科の授業実践を通して，具体化す

る過程を明確にしながら，他の授業に汎用化できないか実践を試みることにした。  

1.2. 実践の方向 

本実践では，これまでの実践で目標にしてきた「自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづけ

る子どもの育成」を念頭におき，題材の特質に応じた造形的な見方・考え方の具体化を図り，その

過程を明らかにしていく。そして，今後，同様の過程で実践を繰り返しながら，その過程の汎用化

を図り，具体的な視点や考え方を整理していきたい。 

本実践の前提に，鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要第 30 巻 奥（2021）で整理したように「感

動」は「魅了・興奮・歓喜する姿」と捉え，「思考方法」については，図１のように整理した（図１）。 

これらを基に，本実践において，造形的な見方・考え方を具体化し，その道筋を明確にする実践

を行い，報告する。 
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図１ 表現と鑑賞場面における思考方法 
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2. 実践の具体 

2.1. 実践の視点 

自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづける授業にするために，以下のような，実践の視点

を設定した。 

① 魅了・興奮・歓喜といった感動を味わっている子どもの姿の表出  

② 図画工作科の特質に応じた思考方法【相違・共通・拡散・多面・直観・見通し】を用いて創

造的な思考を発揮しながら，表現を工夫する子どもの姿の表出  

③ 学びの可視化による，自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしたことを自覚する子ども

の姿の表出 

2.2. 実践の考察方法 

（１）の①～③について，子どもの言動やアイデアスケッチ，作品などを基に分析していく。そ

の際，子どもの表現や思考の様子の変容が分かるように，追跡児童を設定し考察する。  

2.3. 実践の題材の概要 

本題材は，片面段ボールの特徴を生かして，自分なりの塔を表現し，友達と場を構成しながら塔

の街をつくる楽しさを味わう工作の学習である。 

主材料となる片面段ボールは，片面がつるつるした形状で，もう片面は，でこぼこした形状にな

っており，模様や加工のしやすさの違いを味わうことができる。また，塔をつくるという主題の下，

高さや塔を構成する柱などの形なども工夫することができる。 

そこで，題材の主題や発達の段階，材料，塔の構成要素などを踏まえ，形の組合せや模様，高さ，

曲げる向きといった造形的な視点を中心に理解できるようにしていく。  

2.4. 実践の題材で目指す子どもの姿 

学習指導要領図画工作科編で示されている「気付く・分かる・理解する」といった子どもの認識

の仕方を図２のように整理している（図２）。この子どもの姿を基に，第６学年における本題材の目

指す子どもの姿を具体化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 造形的な視点への「気付く・分かる・理解する」具体的な子どもの姿  
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2.5. 実践の具体化 

実践の具体化として，図３のように構造化して整理した（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 実践の具体化 
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2.6. 実践の様子 

 実践の様子として，図４～図６のように整理した（図４～図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現段階で，「近代的な塔と古代的な塔のツインタワーを表現した
い」という思いをもち，制作できることに歓喜・興奮していた。 

② 片面段ボールのよさを生かしてみんなで塔の街をつくるという
題材の方向性を理解し，最初の段階の塔への思いやイメージをも
っていた。 

② これまでの塔のイメージや直観的に捉えている自分なりのイメ
ージを関連させ，左記のようなアイデアスケッチを表現していた。 

 
① 鑑賞や試作といった，自分の諸感覚を働かせて造形活動を行う
ことで，材料の面白さに魅了・興奮・歓喜している姿があった。 

② 参考作品の鑑賞や試作を通して見いだした造形的な視点の中
で， 柱の形・模様・高さを自分のイメージと関係付けてイメー
ジを広げながら，アイデアスケッチに表現していた。 

③ 試作したことで，必要な技能面や困難さを実感し，今後必要な
材料や用具を見通し，制作意欲を高めていた。 
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Ｃ：すごい，斜めに切って丸めると，

塔のような形になったよ。（歓喜）
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A児：これ，塔の柱の形に使えそうだな。

（歓喜）【直観】 

（歓喜） 
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① 材料の特徴を生かして塔が立ち上がっていくことに，友達とと
もに歓喜し，意欲的に制作に取り組んでいた。 

② 実際に制作を始め，イメージに合わせて一つの塔ができつつあ
る。しかし，バランスがとれずぐらぐらするという丈夫さについ
ての課題をもっていた。 

③ 友達の表現や考えが新たな造形的な視点を見いだすことがで
きるという学び方をもっているので，鑑賞意欲が高まっていた。 

 

② 友達との相互鑑賞を通して，模様の面白さに気付いている。左記
の A にあるように，模様という造形的な視点と自分のイメージを関
係付けて表現していた。 

② 丈夫さを工夫するために，ぐらつかないように補強の仕方を考え
ていた。 

③ 友達の表現の面白さを味わい，造形的な視点を見いだせたことで，
比較鑑賞するよさを実感し制作中も継続して鑑賞する姿があった。 

時 【相互鑑賞しながら表現していく場面】 

【アイデアスケッチを基に制作】 

【相互鑑賞後の制作】 
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Ｔ：気付いた工夫するポイント（造形的な視点） 

で，自分の表現に生かせることはないかな。 

A児：柱や壁の模様を，凸凹の面を使ってもう

少し工夫できそうだな。すると，もっと

二つの塔の違いがはっきりしそう。 

【拡散】【見通し】 

Ｃ：模様の向きを揃えてみると，左右のバラ

ンスがよくなるな。【拡散】 

A児：土台の柱をもっと太くすると丈夫になり

そうだな。【拡散】 

工夫の見通し 

Ｔ：なぜ，いろいろな形をつくりだすこと

ができたのだろう。 

A児：どの塔も柱や壁の周りの模様が工夫さ

れているからだね。【共通】 

C：巻きつけ方にも違いがあるね。【相違】 

C：同じ方向に巻き付けていくと，同じ模様

になって面白いな。（魅了）【直観】 

A児：曲げる向きによっても模様が変わるか

ら，それらを交互に並べるのも面白いね。

（魅了）【直観】【多面】 
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3. 実践の考察 

本実践において，表現の際の造形的な視点や思考方法を具体化したアイデアスケッチや表現過程

の子どもの言動，作品を分析し考察を以下のように整理した。  

図７の第８時のアイデアスケッチ（赤字・青字）にあるように，見いだした造形的な視点を，自

分の表現とどのように関係付けるかを明確にすることができていた（図７）。この姿から，多様な表

現を比較して造形的な視点を見いだし，自分のイメージに関係付けていく思考の過程を子どもなり

に可視化していることが分かる。結果，子どもの表現を豊かにしていくことができた。 

図８の学習の感想を分析すると，①にあるように，困難さを味わいながらも表現を達成できたこ

とに歓喜するといった感動を伴いながら表現の工夫や自他の表現のよさや美しさといった自分なり

の造形的な意味や価値をつくりだしていることが分かる。そして，どのような造形的な視点でどの

ように考え，表現したのかという学びを可視化させたことで，学び方のよさを実感していることが

読み取れる（図８）。 

また，②にあるように，他者の表現と比較鑑賞し新たな造形的な視点を見いだすといった学び方

のよさを自覚している姿も読み取ることができる。さらに，友達と学び合い，表現できたことに歓

喜している姿が読み取れる（図８）。 

 今後は，子どもが思いをもったり味わったりする場面など，多様な場面での学びの可視化を図り

ながら，指導方法を工夫し，子どもが自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづけていくことが

できる手立てを明らかにしていく必要があると考える。  

【作品の完成】 

① イメージを明確にしながら実際に作品に表現できたことに

歓喜し，友達と喜びを共有している姿があった。 

② 塔そのものの円形と四角形といった形の対比や，高さのバラ

ンス，模様の組み合わせを工夫して，未来と過去の塔を表現し

たいという思いを作品に表現していた。 

③ 形の組合せや模様，高さ，曲げる向きなどの多様で造形的な

視点を生かして自分なりの造形的な意味や価値となる，表現の

工夫や作品のよさや美しさをつくりだしていた。 

 

図６ 実践の具体化 

 

図７ アイデアスケッチの変容 
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【付記】 

本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校令和３年度研究紀要で発表した研究内容等に基づき，

図画工作科において研究をさらに発展させ，その研究成果をまとめたものである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 学習後の子どもの感想 


